
 

 

   
 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 大船渡市 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 6社（原木供給／0社、製材／1社、建材流通／2社、プレカッ
ト／1社、設計／1社、施工／1社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 佐藤國雄（けせん建設職組合 組合長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
木川田敏博 
[メール] ken.johan@cream.plala.or.jp 
[電話] 080-1830-1251 [ＦＡＸ] 0192-22-9012 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
伝統的軸組工法にこだわった堅固な家づくり 
●地場産の気仙杉を使い地域の風土・文化に適合する住環境形態や細部の納
まり等を配慮し、長期にわたって耐震性を備えた堅固な構造 
●伝統的大工技法である気仙大工の施工によるため確かな施工体制による
安全安心の確保 
 
気仙地方の文化・風土にあった優しい住まいづくり 
●家族の生活スタイルの変化に対応できるような住空間を提案する。 

 304
けせん復興の家 
岩手県気仙地方 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちのグループは震災により、大工道具を流された気仙大工たちが 
全国労働者組合総連合会の支援により、再び大工道具を手にし仲間を集めて組織を結成しました。 
●組織の結成は浅いですが長年気仙大工として培った腕は確かなものがあります。 
一日も早い復興を合言葉に気仙大工としての誇りを持ち前進する覚悟です。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


